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坂口 守彦 (奈 良 市)
子宮収縮と子宮血流の関係は胎児の生存,掛こ分娩時
めそれに対して正賓な忠味を持つ｡ヒトと同じ単子宮を
持づ泣妊娠子宮についてとれらの関係を明らかにし,ヒ
T分娩時における胎児切迫仮死の対流に賢しようとして
本突験をはじめた｡例数の開拓上,昨年度から引続いて
の研究である｡
昭和52年3月28日より31日まで,供給された2跡こつ
いて実験した｡主な測定項目は子宮内圧,子宮動静脈血
流,子宮動静脈血のpH,Pco2,P02である｡血流は電
磁血流計を使用した｡
今回の突放,ならびに前回までの結果を総合すると,
次のような中央が判明した｡
子宮収柏の開始にやや遅れて子宮動脈流量も接少しは
じめ,収縮の見解とともに徐々に旧に復する｡静脈血流
血とこれと期を一にして軽度に減少する｡減少の程度か
らいえば,動脈血流nの減少が著明である｡
血液ガス.柑こPo2,PcoBについてみれば.収和の任
期では著明なPc02の減少.Pc02の増加が認められる
(静放血),'動晩血については詑むべき封 ヒはない｡
このような血流皿と血液ガスの変化にLTついて,収桁の
強さ (内圧)と血批正減少率を多数例について挽討中で
あり,又収柿波形 (持続)と減少率の関係を明解にし柑
ると考える｡更に血液ガスの変化についても,どのよう
な収何型の時に変化が著しいか,突放結果の検討にJ:り
判明してくると思われる｡
本火映をEEiみて反省する点は以下のごとくである｡す
なわち血流計のプローブを子宮動静脈に確宍に装7!し,
安定した犯銀を柑るまでに多くの経故を要したこと｡手
術中妊娠子宮を霞山し,また手術時の出血により胎児に
窓形甥を及ぼし,死産の因となり得るのではないかとい
うこと｡血絃ガスについてはさらに数回の実験を血h,
母袋田を増すことなどである｡本実験以後も他の径路か
ら突放動物を得,抑達を続けている｡
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